
池井優教授略歴・主要著作目録

池
井
優
教
授
略
歴

一
九
三
五
年
　
一
月

九九九九九九九九　九九
七七六六六六六六　六五
三二八七六五四二　一九
年年年年年年年年　年年

八四八四三四一四四三三
月月月月月月月月月月月

一
九
七
八
年
一
〇
月

一
九
八
一
年
　
八
月

一
九
八
九
年
　
七
月

一
九
九
四
年
　
一
月

二
五
日
、
東
京
都
文
京
区
に
生
ま
れ
る

東
京
第
一
師
範
（
現
、
東
京
学
芸
大
学
）
付
属
小
学
校
、
同
中
学
校
、

慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
政
治
学
科
卒
業

慶
慮
義
塾
大
学
大
学
院
修
士
課
程
修
了

慶
慮
義
塾
大
学
法
学
部
副
手

慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
助
手

米
国
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
留
学
（
】
九
六
五
年
】
月
ま
で
）

慶
慮
義
塾
大
学
法
学
部
専
任
講
師

慶
鷹
義
塾
大
学
大
学
院
博
士
課
程
修
了

慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
助
教
授

在
香
港
日
本
総
領
事
館
特
別
研
究
員
（
一
九
六
九
年
七
月
ま
で
）

慶
慮
義
塾
大
学
法
学
部
教
授
（
現
在
に
い
た
る
）

米
国
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
客
員
準
教
授
（
一
九
七
四
年
七
月
ま
で
）

東
京
大
学
教
養
学
部
非
常
勤
講
師
（
一
九
七
九
年
三
月
ま
で
）

米
国
ミ
シ
ガ
ン
大
学
客
員
教
授
（
一
九
八
二
年
七
月
ま
で
）

中
国
南
京
大
学
客
員
講
師
（
同
年
八
月
ま
で
）

法
学
博
士
（
慶
鷹
義
塾
大
学
）

東
京
都
立
青
山
高
等
学
校
卒
業
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一
九
九
四
年
　
八
月

一
九
九
四
年
　
四
月

一
九
九
四
年
　
四
月

一
九
九
八
年
　
四
月

学
会
及
び
社
会
活
動

一
九
七
二
年

一
九
七
六
年

一
九
九
一
年

一
九
九
三
年

一
九
九
四
年

一
九
九
六
年

一
九
九
七
年

一
九
九
八
年

一
九
九
九
年

一
九
九
九
年

四四四四四四一四三四
月月月月月月月月月月

米
国
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
客
員
講
師
（
同
年
九
月
ま
で
）

横
浜
桐
蔭
大
学
法
学
部
非
常
勤
講
師
（
一
九
九
五
年
三
月
ま
で
）

清
和
大
学
法
学
部
客
員
教
授
（
現
在
に
い
た
る
）

早
稲
田
大
学
大
学
院
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
科
非
常
勤
講
師
（
現
在
に
い
た
る
）

日
本
国
際
政
治
学
会
理
事
（
一
九
九
五
年
三
月
ま
で
）

財
団
法
人
国
際
文
化
教
育
交
流
財
団
奨
学
生
選
考
委
員
（
現
在
に
い
た
る
）

大
学
基
準
協
会
判
定
委
員
（
現
在
に
い
た
る
）

（
文
部
省
）
学
術
審
議
会
専
門
委
員
（
現
在
に
い
た
る
）

日
本
ス
ポ
ー
ツ
法
学
会
監
事
（
現
在
に
い
た
る
）

日
華
文
化
協
会
理
事
（
現
在
に
い
た
る
）

日
本
ス
ポ
ー
ツ
学
会
代
表
理
事
（
現
在
に
い
た
る
）

放
送
番
組
セ
ン
タ
ー
理
事
（
現
在
に
い
た
る
）

日
韓
文
化
協
会
理
事
（
現
在
に
い
た
る
）

と
う
き
ゅ
う
外
来
留
学
生
奨
学
財
団
理
事
（
現
在
に
い
た
る
）

532

「
：

｝
－
」



池
井
優
教
授
主
要
著
作
目
録

　
著
　
書

『
日
本
外
交
史
概
説
』

『
白
球
太
平
洋
を
渡
る
ー
日
米
野
球
交
流
史
』
（
中
公
新
書
）

『
増
補
・
日
本
外
交
史
概
説
』

『
決
断
と
誤
断
－
歴
史
に
学
ぶ
国
際
交
渉
・
四
五
の
名
言
と
ド
ラ
マ
』

『
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
政
治
学
』
（
丸
善
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）

『
三
訂
・
日
本
外
交
史
概
説
』

『
慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
政
治
学
科
百
年
小
史
i
師
友
人
物
記
』

『
第
二
の
故
郷
三
田
の
山
』

　
　
　
　
　
慶
鷹
通
信

　
　
　
　
中
央
公
論
社

　
　
　
　
　
慶
鷹
通
信

　
　
　
P
H
P
研
究
所

　
　
　
　
　
　
　
丸
善

　
　
　
　
　
慶
慮
通
信

慶
鷹
義
塾
大
学
出
版
会

慶
慮
義
塾
大
学
出
版
会

一
九
七
三
年

一
九
七
六
年

一
九
八
二
年

一
九
八
九
年

一
九
九
二
年

一
九
九
二
年

一
九
九
八
年

二
〇
〇
〇
年

池井優教授略歴・主要著作目録

　
共
編
書

『
浜
口
雄
幸
日
記
・
随
感
録
』

『
近
代
日
本
と
ト
ル
コ
世
界
』

翻
　
訳

マ
イ
ケ
ル
・
ブ
レ
ー
カ
ー

『
根
ま
わ
し
・
か
き
ま
わ
し
・
あ
と
ま
わ
し

み
す
ず
書
房

　
勤
草
書
房

日
本
の
国
際
交
渉
態
度
の
研
究
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
イ
マ
ル
出
版
会

一
九
九
一
年

一
九
九
九
年

一
九
七
六
年
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「

　
監
　
－
訳

ア
レ
ン
・
S
・
ホ
ワ
イ
テ
ィ
ン
グ
『
シ
ベ
リ
ア
開
発
の
構
図
ー
錯
綜
す
る
日
米
中
ソ
の
利
害
』

ハ
リ
ソ
ン
・
M
・
ホ
ー
ラ
ン
ド
『
日
米
外
交
比
較
論
』

日
本
経
済
新
聞
社

　
　
　
慶
鷹
通
信

　
論
　
文

「
日
本
の
対
衰
外
交
（
辛
亥
革
命
期
）
」
（
一
）
・
（
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
三
五
巻
四
・
五
号

「
第
一
次
奉
直
戦
争
と
日
本
」
（
英
修
道
博
士
還
暦
記
念
論
文
集
『
外
交
史
及
び
国
際
政
治
の
諸
問
題
』
）
　
　
慶
鷹
通
信

「
パ
リ
平
和
会
議
と
人
種
差
別
撤
廃
問
題
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
国
際
政
治
』
二
三

「
第
二
次
奉
直
戦
争
と
日
本
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
三
七
巻
三
号

．
．
寅
℃
§
．
ω
菊
Φ
。
。
℃
o
霧
①
8
浮
Φ
O
耳
お
ω
Φ
菊
Φ
＜
○
一
葺
一
〇
⇒
o
暁
一
㊤
＝
、
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ミ
誉
ミ
嵩
ミ
魚
』
紙
ミ
N
G
o
ミ
ミ
舞
く
o
一
■
謡
”
Z
o
。
⑲
」
8
①

「
満
州
事
変
を
め
ぐ
る
日
米
の
相
互
イ
メ
ー
ジ
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
国
際
政
治
』
三
四

「
ア
メ
リ
カ
の
『
中
共
』
像
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
思
想
』
五
二
三
号

「
近
代
日
本
に
お
け
る
軍
部
の
政
治
的
地
位
」
（
慶
鷹
義
塾
大
学
地
域
研
究
グ
ル
ー
プ
編
『
変
動
期
に
お
け
る
軍
部
と
軍
隊
』
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
慶
鷹
通
信

「
北
朝
鮮
の
外
交
政
策
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
四
一
巻
五
号

「
山
東
問
題
・
五
四
運
動
を
め
ぐ
る
日
中
関
係
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
四
三
巻
一
号

「
ア
メ
リ
カ
の
対
日
政
策
ー
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
大
使
の
役
割
を
中
心
と
し
て
」
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
四
三
巻
七
号

「
中
国
の
対
外
理
解
　
　
『
参
放
消
息
』
を
手
掛
り
と
し
て
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
四
三
巻
一
〇
号

「
日
本
の
対
ソ
承
認
（
一
九
一
五
～
一
九
二
五
）
1
対
ソ
交
渉
過
程
の
外
交
史
的
研
究
」
『
法
学
研
究
』
四
六
巻
二
号

九九
ノ＼八
　コしム　　　ベ

ノ￥　二

年年

九九九九
ム　

　コ ゐ　　レ　 ヱ
ム

ノヤ　ノヤ　ノヤ　ノヤ

四三二二
年年年年

九九九
　ヱ ユ　　ヱ ム　　エ　の

ノヤ　ノヤ　ノヤ

八七六
年年年

一
九
六
八
年

一
九
六
八
年

一
九
七
〇
年

一
九
七
〇
年

一
九
七
〇
年

一
九
七
三
年

：
」
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「
戦
後
日
中
関
係
の
一
考
察
　
　
石
橋
・
岸
内
閣
時
代
を
中
心
と
し
て
」

「
ア
メ
リ
カ
の
中
国
政
策
と
中
国
研
究
」

「
宇
垣
一
成
の
対
外
観
　
　
一
九
二
〇
年
～
一
九
三
〇
年
を
中
心
と
し
て
」

．
．
¢
窓
匿
囚
鶴
島
ぼ
鴨
、
ω
≦
o
ユ
α
≦
Φ
≦
一
露
？
お
ω
O
、
．

「
戦
後
日
米
関
係
に
お
け
る
日
本
の
交
渉
能
力
」
（
増
田
弘
氏
と
共
著
）

「
内
田
康
哉
－
焦
土
外
交
へ
の
軌
跡
」

「
日
本
人
の
中
国
観
」

「
日
本
外
交
と
領
土
問
題
」

　
　
『
国
際
法
外
交
雑
誌
』
七
三
巻
三
号

　
　
　
　
『
ア
ジ
ア
経
済
』
一
五
巻
七
号

『
教
養
論
叢
』
（
慶
鷹
義
塾
大
学
）
四
三
号

　
　
訳
鴨
ご
誉
ミ
ミ
栽
亀
、
ミ
ミ
偽
G
つ
。
Z
o
b

　
　
　
　
　
　
『
国
際
問
題
』
一
九
九
号

　
　
　
　
　
　
　
　
『
国
際
政
治
』
五
六

　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
五
一
巻
五
号

　
　
『
海
外
事
情
』
］
九
七
八
年
八
月
号

一
九
七
四
年

一
九
七
四
年

一
九
七
五
年

一
九
七
六
年

一
九
七
六
年

一
九
七
八
年

一
九
七
八
年

一
九
七
八
年

．
．
¢
鴉
竃
国
鶴
霧
霞
鴨
、
ω
く
一
Φ
≦
亀
○
ぼ
轟
き
α
霞
ω
O
ぼ
轟
℃
o
一
一
9
、
」
箪
甲
一
8
0
、
、
＞
匹
鍔
躍
捲
a
搾

　
、
．
↓
冨
○
巨
冨
器
餌
＆
9
Φ
富
窓
器
器
山
器
身
ω
ぎ
℃
○
一
一
瓜
8
ξ
区
O
巳
ε
轟
＝
旨
R
碧
試
o
霧
．
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
○
年

「
日
華
協
力
委
員
会
－
戦
後
日
台
関
係
の
一
考
察
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
五
三
巻
二
号
　
一
九
八
○
年

「
自
民
党
の
安
全
保
障
政
策
　
　
六
〇
年
安
保
・
七
〇
年
安
保
を
中
心
と
し
て
」

　
（
堀
江
湛
、
池
井
優
編
『
日
本
の
政
党
と
外
交
政
策
　
　
国
際
的
現
実
と
の
落
差
』
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
慶
慮
通
信
　
一
九
八
○
年

』
九
三
〇
年
代
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
ー
満
州
事
変
へ
の
対
応
を
中
心
と
し
て
」

　
（
三
輪
公
忠
編
『
再
考
・
太
平
洋
戦
争
前
夜
　
　
日
本
の
一
九
三
〇
年
代
論
と
し
て
』
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
創
世
記
　
一
九
八
一
年

「
北
京
と
代
々
木
の
間
－
中
国
と
日
本
共
産
党
」
（
石
川
忠
雄
教
授
還
暦
記
念
論
文
集
『
現
代
中
国
と
世
界
　
　
そ
の
政
治
的
展
開
』
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
慶
鷹
通
信
　
一
九
八
二
年

「
駐
日
ア
メ
リ
カ
大
使
論
　
　
一
九
五
二
～
一
九
八
二
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
五
六
巻
三
号
　
一
九
八
三
年

「
モ
ス
ク
ワ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ボ
イ
コ
ッ
ト
の
政
治
過
程
」
（
慶
鷹
義
塾
創
立
二
］
五
年
記
念
論
文
集
・
法
学
部
政
治
学
関
係
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
慶
鷹
通
信
　
一
九
八
三
年

．
．
℃
o
馨
≦
貰
＞
∋
R
一
〇
讐
＞
ヨ
σ
霧
ω
鋤
α
o
『
ω
8
一
巷
窪
“
≦
ご
叶
O
渥
R
8
8
U
O
円
箒
K
家
畏
叱
、
、
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』
九
四
〇
年
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
”
1
招
致
か
ら
返
上
ま
で
」

　
　
　
　
　
映
竃
◎
』
ミ
ミ
N
ミ
母
、
ミ
ミ
参
Z
o
●
㎝

（
入
江
昭
・
有
賀
貞
編
『
戦
間
期
の
日
本
外
交
』
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
大
学
出
版
会

「
日
中
ス
ポ
ー
ツ
交
流
（
一
九
五
六
～
一
九
七
二
）
　
　
政
治
と
ス
ポ
ー
ツ
の
間
」

「
独
ソ
不
可
侵
条
約
と
日
本
の
対
応
ー
言
論
界
を
中
心
と
し
て
」

「
朝
鮮
戦
争
と
日
本
」
（
小
此
木
政
夫
・
赤
木
完
爾
共
編
『
冷
戦
期
の
国
際
政
治
』
）

「
日
中
戦
争
と
日
本
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
対
応
」

「
弔
問
外
交
の
研
究
－
蒋
介
石
総
統
の
死
去
と
日
本
の
対
応
」

「
戦
後
国
際
政
治
と
ス
ポ
ー
ツ
」

「
東
洋
“
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
”
『
満
州
国
』
参
加
問
題
」
（
中
村
勝
範
編

「
外
交
の
歴
史
的
変
遷
」
（
有
賀
貞
・
宇
野
重
昭
・
木
戸
翁
・
渡
辺
昭
夫
編
『
近
代
日
本
政
治
の
諸
相
』
）

　
　
『
講
座
・
国
際
政
治

「
戦
後
日
ソ
関
係
の
一
考
察
　
　
日
本
対
外
文
化
協
会
の
活
動
を
中
心
と
し
て
」

「
ロ
ン
ド
ン
海
軍
軍
縮
問
題
と
浜
口
雄
幸
」
（
波
多
野
勝
氏
と
共
著
）

「
ス
ポ
ー
ツ
の
政
治
的
利
用
i
ベ
ル
リ
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
中
心
と
し
て
」

「
上
海
列
車
事
故
を
め
ぐ
る
日
中
交
渉
」

「
日
本
国
際
連
盟
協
会
1
そ
の
成
立
と
変
質
」

「
日
本
社
会
党
の
対
米
外
交
ー
訪
米
使
節
団
を
中
心
と
し
て
」

「
放
言
、
失
言
外
交
の
研
究
ー
藤
尾
発
言
と
中
曽
根
発
言
を
中
心
と
し
て
」

』
九
二
六
年
近
東
貿
易
会
議
－
日
本
ト
ル
コ
関
係
史
の
一
断
面
」

「
中
台
関
係
と
日
米
安
保
」

　
『
法
学
研
究
』
五
八
巻
二
号

『
法
学
研
究
』
五
八
巻
一
一
号

　
　
　
　
　
　
　
慶
鷹
通
信

　
『
法
学
研
究
』
六
一
巻
一
号

　
『
法
学
研
究
』
六
一
巻
五
号

　
　
『
国
際
問
題
』
三
四
二
号

　
　
　
　
　
　
　
慶
鷹
通
信

　
　
第
二
巻
　
外
交
政
策
』
）

　
　
　
　
東
京
大
学
出
版
会

　
『
法
学
研
究
』
六
三
巻
二
号

『
法
学
研
究
』
六
三
巻
二
号

　
『
法
学
研
究
』
六
五
巻
二
号

　
『
法
学
研
究
』
六
八
巻
一
号

　
『
法
学
研
究
』
六
八
巻
二
号

　
『
法
学
研
究
』
六
八
巻
八
号

『
法
学
研
究
』
六
八
巻
一
一
号

『
法
学
研
究
』
六
九
巻
一
二
号

　
『
法
学
研
究
』
七
一
巻
一
号

一
九
八
四
年

一
九
八
四
年

一
九
八
五
年

一
九
八
五
年

一
九
八
七
年

一
九
八
八
年

一
九
八
八
年

］
九
八
八
年

一
九
八
九
年

一
九
八
九
年

一
九
九
〇
年

］
九
九
〇
年

一
九
九
二
年

一
九
九
五
年

一
九
九
五
年

一
九
九
五
年

］
九
九
五
年

一
九
九
六
年

一
九
九
八
年
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池井優教授略歴・主要著作目録

「

「
歴
史
に
見
る
日
本
外
交
」

O
o
一
一
α
○
一
9
8
0
言
一
（
）
ヨ
四
9

（
添
谷
芳
秀
・
赤
木
完
爾
編
『
冷
戦
後
の
国
際
政
治
」
実
証
・
政
策
・
理
論
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
慶
鷹
義
塾
大
学
出
版
会

こ
巷
き
、
。
っ
勾
Φ
。
。
で
8
ω
①
ε
甚
Φ
U
＄
9
0
｛
O
『
邑
お
囚
巴
ω
箒
一
｛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鱈
、
ざ
ト
ミ
ミ
ミ
ヘ
獣
）
ヤ
ミ
、
身
2
c
■
一
〇

　
資
料
紹
介

「
船
津
辰
一
郎
前
奉
天
総
領
事
よ
り
出
淵
勝
次
外
務
次
官
宛
満
州
・
中
国
出
張
現
地
報
告
書
簡
」
　
法
学
研
究
三
六
巻
七
号

「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
日
本
政
治
・
外
交
史
研
究
の
現
状
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
三
八
巻
一
〇
号

　
書
　
評

田
中
直
吉
監
修
・
金
正
明
編
『
日
韓
外
交
資
料
集
成
第
三
巻
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
三
六
巻
三
号

佐
藤
尚
武
『
回
顧
八
十
年
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
三
六
巻
九
号

U
o
8
9
K
ゆ
o
蔭
φ
↓
訂
⊂
巳
辞
巴
Qc
鼠
8
ω
讐
一
α
甚
Φ
閃
巽
国
霧
房
旨
9
邑
ω
・
0
3
㌣
這
整
『
法
学
研
究
セ
、
一
八
巻
五
号

冒
ゴ
｝
≦
三
貫
↓
箒
O
旦
○
目
蜀
身
O
P
箒
牢
一
霧
o
↓
巷
鋤
器
零
≦
費
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
三
九
巻
三
号

申
国
柱
『
近
代
朝
鮮
外
交
史
研
究
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
三
九
巻
七
号

一
き
雰
2
一
ω
戸
↓
訂
＞
鑛
一
〇
－
宣
辱
一
一
Φ
ω
Φ
≧
一
蛋
肖
ρ
↓
箒
望
巳
o
ヨ
餌
9
0
犠
↓
≦
O
H
巴
鋤
且
国
ヨ
風
お
ω
」
o。
2
－
お
O
刈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
国
際
法
外
交
雑
誌
』
六
五
巻
六
号

伊
藤
武
雄
・
荻
原
極
・
藤
井
満
州
男
編
『
現
代
史
資
料
・
満
鉄
（
一
）
』
　
　
　
　
『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
ヒ
月
三
一
目
号

稲
生
典
太
郎
『
日
本
外
交
思
想
史
論
考
第
一
上
ボ
約
改
正
論
の
展
開
』
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
四
〇
巻
七
号

＞
、
θ
oc
＄
Φ
ご
．
↓
房
＞
ヨ
段
8
窪
窄
○
巳
〇
四
＆
O
ぼ
一
蚕
、
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
四
一
巻
一
号

大
山
梓
『
旧
条
約
下
に
於
け
る
開
市
開
港
の
研
究
ー
日
本
に
於
け
る
外
国
人
居
留
地
』
　
　
『
法
学
研
究
』
四
一
巻
三
号

一
九
九
八
年

一
九
九
九
年

九九
く　八

五一
年年

九九九九九ヱこ　　ユめ　　ロは　 にム　 ユひ

ノペ　ノペ　ノペ　ノモ　ノヤ

六六五三三
年年年年年

一
九
六
六
年

一
九
六
六
年

一
九
六
七
年

一
九
六
八
年

］
九
六
八
年

－
－
」

537



法学研究73巻1号（2000：1）

曹
汝
森
」
生
之
回
憶
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
四
一
巻
六
号

角
田
順
『
満
州
問
題
と
国
防
方
針
ー
明
治
後
期
に
お
け
る
国
防
環
境
の
変
動
』
　
『
国
際
法
外
交
雑
誌
』
六
七
巻
一
号

囚
・
↓
。
嘱
2
⇒
鉾
Z
畠
O
o
一
簿
ヨ
閃
a
浮
爵
Φ
O
ま
器
oD
Φ
O
o
日
ヨ
仁
⇒
巨
ω
”
↓
ぎ
C
三
什
巴
ω
辞
簿
Φ
ω
国
図
℃
R
一
窪
o
ρ
一
〇
認
－
一
8
刈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
四
二
巻
九
号

W
・
H
・
ハ
イ
ン
リ
ッ
ク
ス
、
麻
田
貞
雄
訳
『
日
米
外
交
と
グ
ル
ー
』
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
四
二
巻
一
一
号

今
宮
新
『
初
期
日
独
通
交
史
の
研
究
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
四
四
巻
四
号

℃
Φ
一
R
ピ
o
ゑ
ρ
の
8
讐
ゆ
鼠
げ
巴
づ
鋤
づ
α
宣
℃
窪
一
㊤
二
山
9
＞
ω
ε
身
o
｛
ゆ
葺
一
ω
げ
男
震
国
霧
げ
Φ
ヨ
℃
o
一
凶
身

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
四
四
巻
一
〇
号

海
野
芳
郎
『
国
際
連
盟
と
日
本
』

永
井
陽
之
助
・
神
谷
不
二
共
編
『
日
米
経
済
関
係
の
政
治
的
構
造
』

臼
井
勝
美
『
日
本
と
中
国
－
大
正
時
代
』

≦
5
零
［
〇
三
ω
．
ω
葺
一
警
oo
q
簿
Φ
ひ
q
図
ぎ
誓
Φ
問
畦
南
餌
ω
ρ
一
〇
お
－
一
器
O

義
井
博
『
日
独
伊
三
国
同
盟
と
日
米
関
係
－
太
平
洋
戦
争
前
国
際
関
係
の
研
究
』

近
代
日
本
研
究
会
編
『
昭
和
期
の
軍
部
』
（
年
報
・
近
代
日
本
研
究
一
・
一
九
七
九
）

東
郷
文
彦
『
日
米
外
交
三
〇
年
↓
女
保
・
沖
縄
と
そ
の
後
』
、

　
外
務
省
戦
後
外
交
史
研
究
会
編
『
日
本
外
交
三
〇
年
－
戦
後
の
軌
跡
と
展
望
』

三
宅
正
樹
他
編
著
『
昭
和
史
の
軍
部
と
政
治
』

明
石
康
『
国
連
ビ
ル
の
窓
か
ら
』

衛
藤
藩
吉
・
許
淑
真
『
鈴
江
言
一
伝
－
中
国
革
命
に
か
け
た
日
本
人
』

澤
田
壽
夫
編
『
澤
田
節
蔵
回
想
録
ー
一
外
交
官
の
一
生
』

筒
井
清
児
『
石
橋
湛
山
　
　
　
（
自
由
政
治
家
の
軌
跡
）
』

　　　
rrアrrr法法ジ法法法
学学ア学学学
研研経研研研
究究済究究究』　 』　 』　 』　 』　 』

四
五
巻
七
号

四
六
巻
五
号

四
六
巻
八
号

一
四
巻
九
号

五
一
巻
三
号

五
三
巻
八
号

　
　
　
　
　
　
『
国
際
政
治
』
七
五
号

『
歴
史
と
人
物
』
昭
和
五
九
年
一
月
号

　
　
　
　
　
『
東
京
新
聞
』
三
月
二
日

　
　
　
『
ア
ジ
ア
研
究
』
三
二
巻
二
号

　
『
国
際
法
外
交
雑
誌
』
八
四
巻
六
号

　
　
　
　
『
東
京
新
聞
』
七
月
一
四
日

九九
ユゐ　　　　ヱ ム
ノペ　　ノペ

ノ＼八

年年

一
九
六
九
年

一
九
七
一
年

一
九
七
一
年

一
九
七
一
年

一
九
七
二
年

一
九
七
三
年

一
九
七
三
年

一
九
七
三
年

一
九
七
八
年

一
九
八
O
年

一
九
八
三
年

一
九
八
三
年

一
九
八
四
年

一
九
八
五
年

一
九
八
六
年

一
九
八
六
年
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「
：

五
十
嵐
武
士
『
対
日
講
和
と
冷
戦
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
日
本
経
済
新
聞
』
一
〇
月
一
二
日

伊
藤
隆
・
渡
辺
行
男
編
『
重
光
葵
手
記
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
日
本
経
済
新
聞
』
一
月
四
日

竹
前
栄
治
『
日
本
占
領
ー
G
H
Q
高
官
の
証
言
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
日
本
経
済
新
聞
』
一
一
月
二
二
日

須
藤
眞
志
編
著
『
現
代
史
－
戦
後
世
界
の
潮
流
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
文
化
会
議
』
二
三
七
号

油
井
大
三
郎
『
未
完
の
占
領
改
革
ー
ア
メ
リ
カ
知
識
人
と
捨
て
ら
れ
た
日
本
民
主
化
構
想
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
日
本
経
済
新
聞
』
五
月
二
八
日

樋
渡
由
美
『
戦
後
政
治
と
日
米
関
係
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
公
明
新
聞
』
七
月
二
日

宇
佐
美
滋
『
揺
れ
る
ア
メ
リ
カ
外
交
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
公
明
新
聞
』
一
二
月
三
日

草
野
厚
『
ア
メ
リ
カ
議
会
と
日
米
関
係
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
公
明
新
聞
』
九
月
一
六
日

入
江
昭
『
日
米
関
係
五
〇
年
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
日
本
経
済
新
聞
』
一
〇
月
六
日

石
井
修
編
著
『
1
9
4
0
年
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
治
と
冷
戦
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
公
明
新
聞
』
七
月
二
日

リ
チ
ャ
ー
ド
・
B
・
フ
ィ
ン
・
内
田
健
三
監
修
『
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
吉
田
茂
（
上
・
下
）
』
　
　
　
　
　
『
正
論
』
七
月
号

細
谷
千
博
・
本
間
長
世
・
入
江
昭
・
波
多
野
澄
雄
編
『
太
平
洋
戦
争
』
　
　
　
　
　
　
　
　
『
公
明
新
聞
』
四
月
一
九
日

エ
ド
ワ
ー
ド
・
ミ
ラ
ー
、
沢
田
博
訳
『
オ
レ
ン
ジ
計
画
　
　
ア
メ
リ
カ
の
対
日
侵
攻
五
〇
年
戦
略
』
　
『
正
論
』
一
〇
月
号

若
泉
敬
『
他
策
ナ
カ
リ
シ
ヲ
信
ゼ
ム
ト
欲
ス
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
東
京
新
聞
』
七
月
三
日

永
田
陽
一
『
べ
ー
ス
ボ
ー
ル
の
社
会
史
　
　
ジ
ミ
ー
・
堀
尾
と
日
米
野
球
』
　
　
　
『
ア
メ
リ
カ
学
会
会
報
』
二
五
号

ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ソ
ー
ン
、
市
川
洋
一
訳
『
満
州
事
変
と
は
何
だ
っ
た
の
か
』
（
上
・
下
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
北
海
道
新
聞
』
一
月
二
二
日

井
上
寿
一
『
危
機
の
な
か
の
協
調
外
交
　
　
日
中
戦
争
に
至
る
対
外
政
策
の
形
成
と
展
開
』
　
　
『
日
本
歴
史
』
五
六
三
号

渋
沢
研
究
会
編
『
新
時
代
の
創
造
　
公
益
の
追
求
者
・
渋
沢
栄
一
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
日
本
歴
史
』
六
二
三
号

一
九
八
六
年

一
九
八
七
年

一
九
八
八
年

一
九
八
九
年

一
九
八
九
年

一
九
九
〇
年

一
九
九
〇
年

一
九
九
一
年

一
九
九
一
年

一
九
九
二
年

一
九
九
三
年

一
九
九
三
年

一
九
九
四
年

一
九
九
四
年

一
九
九
四
年

］
九
九
五
年

一
九
九
五
年

二
〇
〇
〇
年

：
」
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